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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 10,330 △3.8 △117 － △132 － △196 － 

28年３月期第２四半期 10,738 15.1 3 － 7 － △19 － 
 
（注）包括利益 29年３月期第２四半期 △201 百万円 （－％）   28年３月期第２四半期 △25 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 △12.79 － 

28年３月期第２四半期 △1.28 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第２四半期 25,342 12,845 50.7 837.62 

28年３月期 25,383 13,124 51.7 855.79 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 12,845 百万円   28年３月期 13,124 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 5.00 － 5.00 10.00 

29年３月期 － －       

29年３月期（予想）     － 7.00 7.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有 

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 21,250 △1.5 110 － 70 － △103 － △6.72 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 



 

※注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、 除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有 

③  会計上の見積りの変更                        ：有 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料P3「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更、会計上の見積り

の変更、修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 16,773,376 株 28年３月期 16,773,376 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 1,437,733 株 28年３月期 1,437,733 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 15,335,643 株 28年３月期２Ｑ 15,335,648 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において四半期財務諸表に対するレビュー手続が実施中であります。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、実際の実績等は様々な要因により異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和等を背景に、企業収益

や雇用環境に改善が見られ緩やかな回復への動きが見られたものの、英国のＥＵ離脱問題、中国や新興国経済の

減速等を背景に、世界経済の不透明感が高まるなど、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移いたしまし

た。

ジュエリー業界におきましても、先行き不透明感の中、消費者の節約志向の高まりにより個人消費が落ち込

むなど、業界を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いております。特にボリュームゾーンである中間層の

消費行動が生活防衛型に変化したことから宝飾品に対する個人消費が低調となり、業界を取り巻く環境は引き続

き厳しさを増してまいりました。 

当社グループは過年度２期連続して営業損失を計上し、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような重

要事象が存在しておりますが、当該重要事象等を解消するため、平成27年４月からスタートさせた中期経営計画

「Ｎｅｗ Ｓｔａｇｅ５８」の基本ポリシーの下、先行き不透明感の高まる中でジュエリー業界の動向および顧

客の選別志向の高まりに即応すべく、競合優位性が高く顧客満足度の高い自社商品やブランド商品の開発、ま

た、このような事業環境の中で安定した事業規模、収益拡大が見込める百貨店向け卸売事業に経営資源の重点投

資を進めてまいりました。

当第２四半期連結累計期間においては、直営小売事業の不採算店舗を７店舗閉店する一方で、百貨店向け卸

売事業への経営資源の重点投資として百貨店に新たに２店舗出店するなど「選択と集中」を進めてまいりました

が、個人消費の予想以上の落ち込みの中、売上高、利益は低調に推移いたしました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、103億30百万円（前年同期比3.8%減）、営業損失１億17百

万円(前年同期 営業利益３百万円）、経常損失１億32百万円（前年同期 経常利益７百万円）、親会社株主に

帰属する四半期純損失１億96百万円（前年同期 親会社株主に帰属する四半期純損失19百万円）となりました。

 セグメント別にみますと、宝飾事業は売上高102億29百万円（前年同期比３.３％減）、セグメント損失１億37

百万円(前年同期 セグメント損失19百万円)、貸ビル事業（外部顧客）は売上高28百万円（前年同期比20.8％

増)、セグメント利益12百万円(同17.0％減)、健康産業事業は売上高45百万円（前年同期比56.8％減）、セグメ

ント損失９百万円(前年同期 セグメント損失12百万円)、太陽光発電事業は売上高28百万円(前年同期比12.2％

減)、セグメント利益16百万円(同19.2％減)となっております。

 なお、健康産業事業につきましては、「選択と集中」の事業方針に従った見直しを行い、第１四半期連結会計

期間の平成28年6月をもって直営形態の当該事業を終了廃止し、当該施設については当第２四半期連結会計期間

の平成28年7月より、施設賃貸により貸ビル事業へ転換しております。

 当第２四半期連結累計期間の結果を踏まえ、引き続き百貨店向け卸売事業への経営資源の集中策として新たな

出店と拡大を図る一方、直営小売事業の不採算店舗閉店縮小をさらに進めてまいります。 

 

（２）財政状態に関する説明

 (資産）

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は253億42百万円となり、前連結会計年度末に比べ41百万円の減少となり

ました。

 流動資産は171億88百万円となり、85百万円減少となりました。これは主に商品及び製品の増加１億54百万円、

受取手形及び売掛金の増加54百万円、現金及び預金の減少４億９百万円等によります。

 固定資産は81億53百万円となり、44百万円増加となりました。これは主に無形固定資産の増加40百万円等によ

ります。

 （負債）

 負債は124億96百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億37百万円の増加となりました。

 流動負債は102億91百万円となり、３億38百万円の増加となりました。これは主に短期借入金の増加１億43百万

円等によります。

 固定負債は22億５百万円となり、１億円減少となりました。これは主に長期借入金の減少97百万円等によりま

す。

 （純資産）

 純資産は128億45百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億78百万円減少となりました。これは主に利益剰余

金の減少２億72百万円等によります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、本日(平成28年11月11日)公表のとおりであります。

 

（４）重要事象等について

 当社グループは、過年度２期連続して営業損失を計上し、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような重

要事象等が存在しておりますが、このような事象または状況を早期に解決改善するため、上記の対策を実施する

ことにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

 （有形固定資産の減価償却方法の変更）

 当社及び国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却の方法については、従来、一部を除き主として定率法を

採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

 この変更は、当社における新本社ビルの竣工等、最近年度における保有有形固定資産の状況及び経営戦略に従

った業態の変化並びに平成28年度の税制改正を契機に、有形固定資産の使用実態を見直した結果、今後は長期的

かつ安定的に使用及び稼動が見込まれることから、減価償却方法として均等に費用配分する定額法を採用するこ

とが、有形固定資産の使用実態をより適切に反映し、期間損益計算をより合理的に行うことが出来ることになる

と判断したためであります。

 この結果、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の減価償却費は15,203千円減少し、営

業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ14,149千円減少しております。

 

 （追加情報）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,558,130 1,148,732 

受取手形及び売掛金 2,405,583 2,459,775 

商品及び製品 12,174,635 12,329,588 

仕掛品 302,365 326,378 

原材料及び貯蔵品 607,559 775,730 

繰延税金資産 59,003 56,552 

その他 210,384 134,250 

貸倒引当金 △43,403 △42,700 

流動資産合計 17,274,258 17,188,306 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,023,308 2,017,343 

機械装置及び運搬具（純額） 306,845 287,635 

土地 3,495,803 3,495,803 

建設仮勘定 8,419 28,378 

その他（純額） 376,049 432,238 

有形固定資産合計 6,210,426 6,261,399 

無形固定資産 52,415 93,134 

投資その他の資産    

投資有価証券 754,823 754,710 

長期貸付金 237,706 236,423 

繰延税金資産 37 314 

その他 1,108,207 1,060,293 

貸倒引当金 △254,474 △252,352 

投資その他の資産合計 1,846,301 1,799,388 

固定資産合計 8,109,144 8,153,921 

資産合計 25,383,403 25,342,228 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,308,956 1,524,428 

短期借入金 7,694,557 7,838,167 

1年内返済予定の長期借入金 196,686 195,136 

未払法人税等 110,642 104,174 

賞与引当金 114,380 112,908 

役員賞与引当金 2,400 1,400 

その他 525,739 515,181 

流動負債合計 9,953,362 10,291,395 

固定負債    

長期借入金 1,117,468 1,019,900 

退職給付に係る負債 540,618 545,120 

役員退職慰労引当金 166,413 149,086 

繰延税金負債 113,655 113,191 

再評価に係る繰延税金負債 48,841 48,841 

その他 319,011 329,206 

固定負債合計 2,306,007 2,205,345 

負債合計 12,259,370 12,496,740 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,323,965 5,323,965 

資本剰余金 6,275,173 6,275,173 

利益剰余金 2,798,129 2,525,299 

自己株式 △481,405 △481,405 

株主資本合計 13,915,863 13,643,033 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 17,679 16,593 

土地再評価差額金 △853,614 △853,614 

為替換算調整勘定 44,104 39,475 

その他の包括利益累計額合計 △791,830 △797,545 

純資産合計 13,124,032 12,845,487 

負債純資産合計 25,383,403 25,342,228 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 10,738,246 10,330,835 

売上原価 7,433,074 7,274,227 

売上総利益 3,305,171 3,056,607 

販売費及び一般管理費 3,301,915 3,174,281 

営業利益又は営業損失（△） 3,256 △117,673 

営業外収益    

受取利息 490 289 

受取配当金 16,873 13,007 

為替差益 10,996 4,585 

その他 26,952 20,312 

営業外収益合計 55,312 38,194 

営業外費用    

支払利息 40,772 43,916 

手形売却損 5,016 4,603 

その他 5,212 4,725 

営業外費用合計 51,002 53,245 

経常利益又は経常損失（△） 7,566 △132,724 

特別利益    

投資有価証券売却益 34,686 － 

固定資産処分益 － 4,629 

特別利益合計 34,686 4,629 

特別損失    

固定資産処分損 29 1,698 

特別退職金 － 4,450 

その他 － 245 

特別損失合計 29 6,395 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
42,224 △134,490 

法人税、住民税及び事業税 75,241 59,542 

法人税等調整額 △13,431 2,119 

法人税等合計 61,809 61,661 

四半期純損失（△） △19,585 △196,151 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △19,585 △196,151 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純損失（△） △19,585 △196,151 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △6,748 △1,085 

土地再評価差額金 127 － 

為替換算調整勘定 801 △4,629 

その他の包括利益合計 △5,820 △5,714 

四半期包括利益 △25,405 △201,866 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △25,405 △201,866 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日） 

1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期連結
損益計算書
計上額   宝飾事業 貸ビル事業 

健康産業 
事業 

太陽光発電
事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 10,578,767 23,435 104,140 31,903 10,738,246 － 10,738,246 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 3,751 － － 3,751 △3,751 － 

計 10,578,767 27,186 104,140 31,903 10,741,997 △3,751 10,738,246 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
△19,961 15,390 △12,385 20,212 3,256 － 3,256 

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しておりま

す。

 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期連結
損益計算書
計上額   宝飾事業 貸ビル事業 

健康産業 
事業 

太陽光発電
事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 10,229,482 28,300 45,032 28,018 10,330,835 － 10,330,835 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 2,220 － － 2,220 △2,220 － 

計 10,229,482 30,521 45,032 28,018 10,333,055 △2,220 10,330,835 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
△137,438 12,778 △9,341 16,327 △117,673 － △117,673 

（注）１.セグメント利益又はセグメント損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しており

ます。

２.健康産業事業につきましては、「選択と集中」の事業方針に従った見直しを行い、第１四半期連結会計期

間の平成28年6月をもって直営形態の当該事業を終了廃止しております。

 なお、当該施設については当第２四半期連結会計期間の平成28年7月より、施設賃貸により貸ビル事業へ

転換しております。
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